
  
 

 

問い合わせ: 

若山 照彦 
ゲノム・リプログラミング

研究チーム 
teru@cdb.riken.jp 
Tel:078-306-3049 
(内線:4403) 
 
竹市 雅俊 

高次構造形成研究グループ 

takeichi@cdb.riken.jp 
Tel:078-306-3116 
(内線:1321) 
 

柳町 隆造 
 ハワイ大学医学部 教授 

平成 22 年 8 月 17 日（火） 
16:00~17:00  C 棟 1F オーディトリウム 

「私がこれまでの 50 年間で学んだこと」

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               若山隆太くん   柳町隆造先生 
 
1928 年、北海道生まれ。52 年、北海道大学理学部動物学科卒業。同大特別研究生、研究生を
経て 60 年、米ウースター実験生物学研究所研究員。64 年、北海道大学研究生。66 年、ハワ
イ大学医学部助教授、准教授。74 年、同教授。96 年、国際生物学賞受賞。2001 年、全米科
学アカデミー会員に選出される。  
 
 
柳町教授は、哺乳類の体外受精に完全人工培地を用いて初めて成功し、また、マイクロマニピ
ュレーターで精子を卵子内に直接入れる顕微授精技術にも初めて成功した。これらの技術は、
人の不妊治療の切り札として現在、世界中で使われている。その他、クローン技術や精子の凍
結保存など、生殖科学に関して多数の成果を上げてきた。さらに、技術開発のみならず、精子
の Hyperactivation（受精可能精子の行動の変化）の発見などに代表される受精機構の解明に
も多くの功績を残されている。このように、教授は現在の生殖研究の礎を築かれた、まさに「父」
である。  
 
しかし、研究者として順調なスタートを切れたわけではない。アメリカ留学から帰っても職が
なく、高校の教師などを経て、38 歳で初めて定職を得た。本懇話会では、教授にこれまでの
研究人生 50 年間を振り返っていただき、若手研究者を勇気づけるような話しをしていただく。 

  

 


